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S U M M A R Y
　脳卒中は，その診断・治療まで
の時間が予後の改善に大きくかか
わるという報告が多数なされてい
る．海外では，情報通信技術
（ICT）を用いた地域医療連携シ
ステムの構築が進んでおり，特に
脳卒中における連携をTeleStroke
と呼び，欧米において急速に拡
がっている．日本においても，通
信網の発達は世界でも類をみない
ほど素晴らしいものがあり，ICT
を用いた（特にスマートフォンを
用いた）脳卒中医療の現状と今後
についてまとめたので，報告す
る．

Next level stroke care through new ICT on imaging viewer

血栓回収療法
の実際

Telemedicine
（TeleStroke）
　Time is Brainの概念，すなわち
脳卒中治療医にとって脳卒中はでき
るだけ早く診断・治療することが重
要であることは，いうまでもなく常
識のこととなった１）．さらに，脳卒
中治療において，rt－PA（組織型プ
ラスミノーゲンアクチベーター：ア
ルテプラーゼ）静注療法の実施には
著しい地域格差があることが知られ
ているが，海外では1990年代から
遠隔医療システム（Telemedicine）の
うち脳卒中に特化したTeleStroke２）

によってこれを克服しようとする試
みが始まり，すでに欧米ではかなり
進んだTelemedicineネットワーク
が構築されつつある．rt－PA静注療
法に精通した医師が24時間直ちに対

応可能な状態で待機する病院（hub）
が，複数の病院（spoke）と連携し
て支援するHub and Spoke model
の体制をとることが効率的なネット
ワークとなり，その拡がりが進んで
いる．
　わが国でも聖マリアンナ医科大学
内科学教授の長谷川医師らが，わが
国におけるTelemedicineに対する
救急医療体制の構築，ガイドライン
の作成，費用/便益分析，費用/効
果分析，教育システムの整備，認証
方法の確立，診療報酬設定や法改正
などの多くの解決すべき課題につい
て早急な対応が望まれることを提言
している３）．
　日本では，システム導入費用の高
さから，病院でのTelemedicineシ
ステムの導入が敬遠されがちであっ
た．しかし，近年，通信電波速度の
高速化やスマートフォンの普及によ
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